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平成26年８月次 月次概況（速報）のお知らせ 

 

平成26年８月次の当社グループの月次概況（連結ベース）を下記のとおりお知らせいたします。なお、営業収益及

び外国為替取引預り証拠金は速報値であるため、決算発表時の数値と異なる場合があります。 

 

記 

年 月 
平成 25 年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

営業収益 

（単位：百万円） 
639 531 333 565 514 490 417 385 376 361 372 408 

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
225,359 231,130 146,144 193,096 185,542 216,211 155,483 117,466 97,846 99,448 90,408 102,966 

顧客口座数 

（単位：口座） 
210,010 212,103 213,850 216,178 218,537 220,361 222,432 224,281 225,986 227,731 229,204 230,717 

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
42,139 40,774 39,321 41,940 42,801 42,327 42,886 43,202 43,229 43,755 44,179 43,797 

 

年 月 
平成 26 年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

営業収益 

（単位：百万円） 
513 435 416 345 320 303 346 313     

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
141,934 116,780 99,614 80,006 66,673 53,476 52,025 61,788     

顧客口座数 

（単位：口座） 
232,518 234,192 235,807 237,340 238,815 240,435 242,160 243,854     

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
44,144 44,250 44,348 44,177 44,098 44,561 45,128 45,214     

（注）１．外国為替取引高は、顧客との相対取引による通貨毎の取引高を原通貨単位のまま合計したものであり、円換算は行っておりません。 

２．顧客口座数及び外国為替取引預り証拠金は、それぞれ月末時点の口座数及び残高であります。 

３．平成20年５月より代用有価証券の取扱いサービスを開始し、外国為替証拠金取引に使用できる代用有価証券の預り残高が発生して

おりますが、現時点では外国為替取引預り証拠金の残高と比べ重要性が小さいため記載を省略しております。 

４．平成20年６月から平成25年２月まで外国為替証拠金取引システムのホワイトラベル提供に伴う実績数値が発生しており、当該数値

を以下のとおり取り扱っております。 

(1）営業収益       ：ホワイトラベル提供に伴うトレーディング収益を含めて表示しております。なお、当該収益の会計処

理は、当社グループ会社をカウンターパーティとする外国為替取引に係るトレーディング収益を営業

収益として全額計上した上で、当社グループ会社からホワイトラベル提供先に対して支払うべき外国

為替取引に係る手数料を販売費・一般管理費に計上する方法によっております。なお、ホワイトラベ

ル提供に伴うトレーディング収益と当社グループ顧客との外国為替証拠金取引に伴うトレーディング

収益を区分することができないためこれらを区分しておりません。 

(2）外国為替取引高    ：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社をカバー取引先とする外国為替取引を含めて表

示しております。なお、当該取引高は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しておりません。 

(3）顧客口座数      ：ホワイトラベル提供に伴う口座数は含まれておりません。 

(4）外国為替取引預り証拠金：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社がカバー取引先として受け入れる預り証拠金を

含めて表示しております。なお、当該金額は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しており

ません。 



５．平成21年７月より株式会社大阪証券取引所の開設する取引所外国為替証拠金取引（愛称「大証ＦＸ」）のマーケットメイカーとして

の業務を開始しており、大証ＦＸにおける取引高及びこれに伴うトレーディング収益はそれぞれ「外国為替取引高」及び「営業収

益」に含めて表示しております。 

６．平成23年８月より差金決済取引（ＣＦＤ）の取扱いを開始しており、ＣＦＤにおける預り証拠金、取引高（原取引単位を米ドルに

換算）及びこれに伴うトレーディング収益はそれぞれ「外国為替取引預り証拠金」、「外国為替取引高」及び「営業収益」に含めて

表示しております。 

 

 

＜８月次の概況＞ 

８月の外国為替市場は、米ドル／円については、１ドル＝102円台後半で取引が始まり、ウクライナ情勢の悪化や

米国のイラクへの限定的空爆によるリスク回避姿勢の強まりから７月後半のドル買いから一転、リスク回避のドル売

り円買いが進展した結果、８月８日には月の安値となる101円台半ばをつけました。中旬以降はウクライナ情勢の好

転や堅調な米株価を背景に徐々にドル買いが優勢となり８月20日に月初来の103円台を回復すると、米国早期利上げ

に対する思惑等から８月25日には約７か月ぶりとなる104円台前半の高値をつけ、104円台前半で月末を迎えました。

米ドル／円の変動率は、前月に続き歴史的とも言える低い水準が継続したものの、月後半のドル高円安の進展により

月間の値幅は平成26年５月程度の水準まで回復しました。また、米ドル／円以外の主要な取扱い通貨である欧州・オ

セアニア通貨についても、英ポンド／円の変動率は若干回復したものの、その他のクロス円通貨ペアについては米ド

ル／円と同様に低い変動率が継続し、米ドル／円を含めた全体としての変動率は平成26年５月以来の低水準が継続す

る形となりました。 

このような状況の中、外国為替取引高は、外国為替相場の極めて低い変動率の一方、ドル高円安の進展に伴うポジ

ションの組替・再構築等の動きがあったことから米ドル／円の取引高が大きく増加し、前月比約19％増加の617億通

貨単位となりました。一方、営業収益は、相対的に取引高当たり収益性の低い米ドル／円の取引高が大きく増加した

一方、その他の通貨ペアの取引高が冴えなかったこと等により全体の取引高当たり収益性が４月、５月の水準をやや

上回る程度の水準にまで低下した結果、前月比約10％減少の313百万円となりました。また、顧客基盤については、

お盆休みによる影響の一方、外貨両替顧客の増加等もあり堅調に推移し、顧客口座数は前月比1,694口座増加の

243,854口座、外国為替取引預り証拠金は前月比86百万円増加の45,214百万円となりました。 

 

以 上 


